
全学連大会襲撃事件(2016年９月)への国家賠

償請求訴訟において重大な勝利をかちとりました！

公安警察は大会当日に現場を撮影したビデオ映

像と写真の存在を認めながらも、証拠として提出

することを拒否し続けてきましたが、弁護団が証

拠保全の申し立てを行い、２月21日に東京地方裁

判所(小野寺真也裁判長)から証拠保全の決定が出

されました。

２月23日15時、多くの報道陣が駆けつける中、

全学連弁護団と東京地方裁判所が証拠保全手続き

を行うために東京・永田町の警視庁に突入！

しかし、警視庁は｢捜査手法が明らかになってし

まう｣､｢無関係の人も写っているのでプライバシー

が侵害される｣というとんでもない理由で手続きを

拒否。証拠隠しを居直りました。

デッチあげ逮捕や冤罪事件を繰り返してきた国

家権力は、自分たちに都合の悪い証拠をすべて隠

しています。隠し持った証拠に真実があることを

自覚しているからです。

次回裁判は３月22日(15時～、東京地裁429号

法廷)です。証拠を隠す公安警察を弾劾しよう！

警視庁に入る裁判官と弁護団(２月23日、永田町･警視庁前)

国家賠償請求訴訟･第５回口頭弁論

３月22日(木)15時～

東京地裁･429号法廷
※傍聴券は抽選になります。１時間前に東京地裁

正面入り口脇の傍聴券抽選所にお集まり下さい。

公安警察による全学連大会襲撃弾劾！
告訴･国賠ニュース
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霞ケ関･弁護士会館で記者会見を開く弁護団と原告(２月23日夜)

↑東京新聞(２月24日付夕刊)

弁護団と原告は２月23日18時から弁護士会館

で記者会見を開きました。森川文人弁護士は｢警視

庁が証拠の改ざんや隠滅をするおそれがあると裁

判所が認めたことに意義がある。引き続き映像の

提出を求めていく｣と報告。多くのマスコミが駆け

つけ、衝撃的なニュースとして報道しました。


